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休眠預金活用事業全体の質・量の充実に向けては、地域や特定の課題領域における「資
金支援の担い手」、「民間公益活動の担い手」育成につながる活動支援プログラムを実施
いただく『活動支援団体』が増えていくことが欠かせません。

すなわち、休眠預金活用事業における、資金分配団体、実行団体となることを目指す団
体が増え（これら支援を受けた団体が）、休眠預金活用事業における助成事業や出資事
業の担い手として、制度の狭間を埋める創意工夫を活かした休眠預金活用事業をプロ
グラム化し、資金分配団体や実行団体になることを標ぼうし、公募・申請をしていただ
く・・・そうした流れを作ることができると考えています。

JANPIAでは、制度趣旨、事業イメージの具体化など公募説明会での周知の工夫等によ
り、活動支援団体によって生み出される支援ノウハウが蓄積・活用され、将来の担い手に
還元されていく仕組みづくりを進めていくことを目指していきます！

活動支援団体が休眠預金活用事業において果たす役割について
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活動支援団体

活動支援プログラムを策定
✓支援対象の特定 ・支援対象の想定、どういう状況にある団体をどのよう
な手法で計画的に支援を行っていくのか？

✓支援対象団体を、休眠預金活用事業の担い手に求めあれる種々の要件が
充足されるよう、総合的な支援を行う、あるいは、評価ノウハウや、ファン
ドレイジング、事業プログラム策定能力向上といった特定領域の支援メ
ニュ―の提供もあり！

ここがポイント！
休眠預金活用事業についての制度理解と、これまでの助成事業を通じて
の取り組み事例や成果などへの深い理解がなされていることであり、それ
なくして、適切な活動支援プログラムの策定にはつながりません。
→ 休眠預金活用事業プラットフォーム掲載の各種記事、総合評価2023、
２０２４などを是非参照してください！
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支援対象団体

休眠預金活用事業の資金分配団体・実行団体に求められる要件（運営体制
面、コンプライアンス、評価実施、事業プログラム策定・その他・・・）
これを 強化・引き上げることで、将来、公募申請につなげたい、採択に
至った場合にも、活動支援プログラムで自団体に培った、運営体制、事業推
進に必要なスキルなどを最大限に活用し、スムーズに3カ年の事業に向き
合える状況を作りたい！

それに向き合おうとする意志を持った団体

支援対象団体としての支援期間中に、休眠預金からは助成は行われない
→ 活動支援団体によって提供される無償の支援・サポートを受けて、自団
体の成長を目指す！





活動支援プログラム充実に向けての展開イメージ図

●が活動支援団体の支援プログラムで、今後プログラム、支援メニューが充
実していくことを想定。
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